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副町長が不在となり５ヶ月が経過した。この間、
竜巻被害などが発生し、町長始め執行部の負担は
多かった。副町長は必要であると思うがどうか。
町長の心の中は、町内の方、庁舎内の方、又は県
からお願いするか悩まれてるのではないかと思わ
れる。今年度末の３月議会には副町長の人事を提
案されるものと期待するが、考えを問う。
町長　不在の期間、教育長を始め課長クラスと密
なる連携をし、住民サービスが低下しないよう、
運営にあたった。来年度予算にはしっかりと計上
し、３月議会には提案をする。

平成24年度、全国で起きた体罰は６千700件ある。
松伏町では何件起きたのか。
教育総務課長　小学校、中学校合わせて３件であ
る。県教育委員会に報告し、訓告指導を受けた。
また、教育長からも指導をした。

町道（農道を含む）維持管理について。雑草など

答
が繁茂し安全確認が出来ない所があるが。
まちづくり整備課長　利用者の限られた農道に関
しては、関係者で維持管理を担っていただきたい。
必要に応じて町が維持管理を行っていきたい。

　鈴木　勝（町民クラブ）
Q
A
副町長をいつ任命するのか

三月議会に提案する

教育現場における体罰問題

　竜巻被害状況と復旧に関する事項と建設協力など各種団体との防災協定の内容。全壊、大規模半壊、
半壊の９件の申請があり、期間は１年間。ブルーシートの配布方法として、カインズホームに連絡して
無償配布をすることが出来なかったか。今後は避難所を開設してブルーシートを持っていく。県の支援
は人的でなく集会所被害に対して150万円の補助。広範囲に対してJA関係の支援を受けた。町長不在の
場合は副町長、教育長が判断し対応する。

　９月25日、総務産業常任委員会と文教民生常任委員会が合同で第５次基本構想案の調査を行った。基
本構想は平成26年度から10年間の松伏町のビジョンを示す最上位計画であり、慎重に審議する必要性
から実現した。
　調査では、『10年後の推定人口31000人は実現できるのか』と、『田島地区の都市計画変更と流入人口
予測』に議論が集中した。
　町民から要望が多い公共交通の整備だが、田島地区に駅を想定する方向性が初めて示された。しかし、
地下鉄８号線の積極的記述が無く、再検討するように指摘された。
　調査後、町民に対するパブリックコメントを経て12月定例会に上程され、議会で可決した。

災害対策と防災の調査

第５次総合振興計画（町の将来像）

総務産業常任委員会

常任委員会合同調査

委員会報告 見る・聞く・動く

空席の副町長席


